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ご 
挨 
拶 

理
事
長 

大 

野 

風 

柳 
 

 

酷
暑
が
続
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。 

 

さ
て
、
今
年
の
第
37
回
全
日
本
川
柳
２
０
１
３
年
青
森
大

会
で
は
地
元
の
各
川
柳
社
が
ひ
と
つ
に
な
っ
て
、
す
ば
ら
し
い

内
容
の
濃
い
大
会
に
し
て
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感
謝
と
ご
苦
労

様
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

参
加
人
数
の
多
か
っ
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
見
事
な
運
営
と

サ
ー
ビ
ス
は
参
集
さ
れ
た
人
た
ち
に
大
き
な
感
動
を
与
え
て

く
れ
ま
し
た
。 

 

私
は
大
半
は
舞
台
裏
に
居
り
、
裏
方
さ
ん
の
厳
し
い
ま
で
の

行
動
を
拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
実
に
爽
や
か
で
、
し
か

も
ピ
ー
ン
と
張
り
つ
め
た
緊
張
が
心
地
良
く
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
本
当
に
ご
苦
労
様
と
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
一
般
社
団
法
人
全
日
本
川
柳
協
会
と
改
称

し
出
発
し
ま
し
た
。
会
長
制
か
ら
理
事
長
制
と
な
り
、
私
も
気
分
的
に

若
返
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
近
く
発
表
さ
れ
ま
す
が
、
当
協
会
後
援
・
公
認

イ
ベ
ン
ト
『
孫
の
日
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
』
を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
株
式
会
社
・

イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
審
査
を
日

川
協
理
事
で
行
な
い
10
月
20
日
(日)
孫
の
日
に
東
京
で
発
表
・
表
彰
式

が
行
わ
れ
ま
す
。 

 

更
に
川
柳
の
社
会
進
出
と
い
う
こ
と
で
、
来
々
年
の
８
月
に
川
柳
の

原
点
で
あ
る
柳
多
留
２
５
０
年
を
記
念
す
る
「
柳
多
留
発
祥
の
地
記
念

碑
の
建
立
、
柳
多
留
２
５
０
年
式
典
・
講
演
・
句
会
開
催
、
柳
多
留
２

５
０
年
川
柳
展
・
ツ
ア
ー
」
等
の
計
画
を
後
援
す
る
な
ど
、
川
柳
界
だ

け
に
限
ら
ず
社
会
へ
の
企
画
の
後
援
も
進
め
て
お
り
ま
す
。 

 

皆
さ
ん
の
積
極
的
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
ま
す
ま
す
暑
さ

も
つ
の
り
ま
す
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
自
愛
く
だ
さ
れ
川
柳
の
活
動
に
励
ま

れ
る
こ
と
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。 

日
川
協
通
信
（
107
） 
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青
森
大
会
を
終
え
て 

副
理
事
長 

久
保
田 

半
蔵
門 

 

 

美
味

め

え

も
の
い
っ
ぱ
い
、
青
森
さ
来
い
え
！
と
呼
び
か
け
た
全
日

本
川
柳
協
会
主
催
の
青
森
大
会
は
、
６
月
８
日
（
土
）
の
前
夜
祭

（
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）
、
６
月
９
日
（
日
）
の
本
大
会
（
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
）
と
２
日
間
に
亘
っ
て
催
さ
れ
た
。 

 

心
配
さ
れ
た
天
候
も
上
々
で
、
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り
に

無
事
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
青
森
の
大
会
実
行
委
員
会

の
皆
さ
ん
の
１
年
前
か
ら
の
周
到
な
る
準
備
と
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
を
繰
り
返
し
行
っ
て
き
た
成
果
だ
と
思
う
。
改
め
て
心
か
ら
感

謝
し
た
い
。 

 

問
題
と
い
え
ば
、
前
夜
祭
に
於
い
て
突
然
の
参
加
者
が
多
数
に

亘
り
、
そ
の
受
付
と
準
備
に
手
間
取
っ
た
こ
と
と
、
本
大
会
に
お

い
て
は
昼
食
会
場
が
４
階
と
５
階
に
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
上

下
す
る
不
都
合
が
あ
っ
た
程
度
で
、
方
言
川
柳
作
家
・
渋
谷
伯
龍

氏
が
ふ
る
里
言
葉
で
話
を
さ
れ
た
講
演
は
、
会
場
を
笑
い
の
渦
に

巻
き
込
み
、
山
上
進
氏
の
津
軽
三
味
線
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
「
津
軽
蒼
蒼
」
も
そ
の
迫
力
で
会
場
を
魅
了
し
た
。 

 

川
柳
関
係
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
ス
ム
ー
ズ
に
進
行
し
、
次
回
開
催

地
の
富
山
県
の
紹
介
を
中
に
挟
み
、
文
部
科
学
大
臣
賞
以
下
の
表

彰
も
含
め
て
、
無
事
10
分
前
に
閉
会
す
る
こ
と
が
出
来
た
。 

 

改
め
て
、
青
森
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
と
大
会
に
ご
参
加
い
た

だ
い
た
皆
さ
ん
に
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

日
川
協
で
は
川
柳
の
普
及
向
上
を
目
的
と
し
て
、
毎
年
１

年
間
に
出
版
さ
れ
た
川
柳
個
人
句
集
の
う
ち
、
も
っ
と
も

優
れ
た
川
柳
句
集
に
対
し
て
「
川
柳
文
学
賞
」
を
授
与
し

て
い
ま
す
。 

平
成
25
年
１
月
か
ら
12
月
末
日
ま
で
に
刊
行
し
た
句
集

６
冊
及
び
同
句
集
の
概
要
説
明
書
を
平
成
26
年
１
月
末

日
ま
で
に
当
協
会
の
「
川
柳
文
学
賞
」
選
考
委
員
会
宛
に

お
送
り
く
だ
さ
い
。 

沢
山
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

第 ７ 回 
川 柳 文 学 賞 募 集 
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場 

所
＝
リ
ン
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル 

定
足
数
の
確
認
の
あ
と
議
事
録
署
名
者
選
出 

 

東
西
常
任
幹
事
会
・
総
会 

議 

案 

第
１
号
議
案 

平
成
24
年
度
事
業
報
告
の
件 

第
２
号
議
案 

平
成
24
年
度
収
支
決
算
報
告 

 
 

 
 

 
 

監
査
報
告
及
び
承
認
の
件 

第
３
号
議
案 

新
理
事
・
常
任
幹
事
選
出
の
件 

第
４
号
議
案 

平
成
26
年
度 

全
国
大
会
開
催 

 
 

 
 

 
 

の
件 

第
５
号
議
案 

青
森
全
国
大
会
表
彰
の
件 

そ
の
他 

 

理 

事 

会 
 

議 

案 

第
一
号
議
案 

役
付
理
事
の
選
任
の
件 

そ
の
他 

 

右
の
議
案
案
件
に
つ
い
て
審
議
の
結
果
、
理
事

会
、
総
会
で
承
認
さ
れ
た
。 

<

大
会
連
続
出
席
者> 

 

連
続
10
回
参
加 

 
 

菱
木 
 

誠
・
大
森 

隆
子 

 
 

西
村 

正
紘 

 

連
続
20
回
参
加 

 
 

植
木 

利
衛
・
植
木 

紀
子 

 <
マ
ス
コ
ミ
柳
壇
の
指
導
を
10
年
以
上
行
っ
た
者> 

 
 

三
浦 

強
一 

 <

第
９
回
80
歳
以
上
の
功
労
者
顕
彰> 

 
 

佐
藤 

良
子
・
平
井 

吾
風 

 
 

田
中
八
洲
志
・
板
尾 

岳
人 

 
 

田
口
麦
彦 

 <

第
６
回
川
柳
文
学
賞>

 

正
賞 

「
第

三

の

男
」
阪
本 
高
士 

準
賞 

「
イ
ヤ
リ
ン
グ
」
山
本
希
久
子

 
平
成
25
年
度 

第
２
回 

理 

事 

会 

 
 

東
西
合
同
常
任
幹
事
会
（
六
月
九
日
） 

 
 

通

常

総

会 

   

第
一
部 

事
前
投
句
選
者 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 
 

「 

り 

ん 

ご 

」 

熊 

谷 

岳 

朗 

選 

 
 

「 
 

森 
 

」 

濱 

本 

耀 

子 

選 

 
 

「 

海 
 

峡 

」 

て
じ
ま 

晩 

秋 

選 

 
 

「 
 

北 
 

」 

宮 

本 

仙 

舟 

選 

  

第
二
部 

当
日
投
句
選
者 

 
 

「 

ま
ぼ
ろ
し 

」 

江 

畑 

哲 

男 

選 

 
 

「 

遺 
 

跡 

」 

長 

島 

敏 

子 

選 

 
 

「 

恐 

れ 

る 

」 

田 

辺 

進 

水 

選 

  

ジ
ュ
ニ
ア
部
門 

 
 

「 

り
ん
ご 

」 

岩 

崎 

眞
里
子 

選 

 
 

「 
 

森 
 

」 

春 

木 

圭
一
郎 

選 

 
 

「
自
由
に
作
る
」 

駒 

木 

一 

枝 

選 

  

第
二
次
選
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

  
 
 

竹 

本 

瓢
太
郎
・
本 

田 

智 

彦 

 
 
 

岡 

崎 
 

 

守
・
津 

田 
 
 

暹 

 
 
 

西 

出 

楓 

楽 

第
37
回 

青

森

大

会

選

者 
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理 

事 
長 

大
野 

英
雄
（
風 

柳
） 

 
 

 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

副
理
事
長 
竹
本 

正
秀
（
瓢
太
郎
）
・
久
保
田
茂
三
（
半
蔵
門
） 

常
務
理
事 

礒
野 

 

勇
（
い
さ
む
）
・
本
田 

智
彦
（
智 

彦
） 

 
 

 
 

 

大
木 
俊
秀
（
俊 

秀
）
・
岡
崎 

 

守
（ 

守 

） 

 
 

 
 

 

河
内 

權
治
（
天 

笑
） 

理 
 

事 

佐
藤 

政
彦
（
岳 
俊
）
・
平
田 

朝
子
（
朝 

子
） 

 
 

 
 

 

赤
井 

二
郎
（
花 

城
）
・
津
田 

 

暹
（ 

暹 

） 

 
 

 
 

 

雫
石 

隆
子
（
隆 

子
）
・
松
代 

章
弘
（
天 

鬼
） 

 
 

 
 

 

平
山 

繁
夫
（
繁 

夫
）
・
小
島 
和
幸
（
蘭 

幸
） 

 
 

 
 

 

佐
藤 

美
文
（
美 

文
）
・
井
原 

滿
子
（
み
つ
子
） 

監 
 

事 

天
根 

利
德
（
夢 

草
） 

相 

談 

役 

尾
藤 

三
柳 

顧 
 

問 

 
 

 
 

 

河
村 

建
夫
・
田
辺 

聖
子
・
池
井 

 

優 

 
 

 
 

 

大
谷 

晃
一
・
川
村 

恒
明
・
三
好 

正
也 

 
 

 
 

 

林 

え
り
子
・
塩
見 

草
映
・
清
水 

厚
実 

常
任
幹
事 

 

Ａ
１
地
区 

 
 

大
橋 

政
良
・
辻 

 

晩
穂
・
浪
越 

靖
政 

 

Ａ
２
地
区 

 
 

佐
藤 

古
拙
・
髙
瀨 

霜
石
・
舘
岡 

稲
風
・
長
谷
川
酔
月 

 
 

渡
辺 

松
風
・
熊
谷 

岳
朗
・
あ
き
た
じ
ゅ
ん

・
西 

恵
美
子 

 
 

仁
多
見
千
絵
・
駒
木 

一
枝
・
山
田 

 

昇 

 

Ａ
３
地
区 

 
 

植
木 

利
衛
・
太
田
紀
伊
子
・
酒
井 

青
二
・
篠
﨑 

紀
子 

 
 

高
鶴 

礼
子
・
て
じ
ま
晩
秋
・
花
道 

歌
子
・
松
岡
惠
美
子 

 
 

渡
辺 

 

梢
・
篠
田 

東
星
・
荻
原 

柳
絮
・
田
中
寿
々
夢 

 
 

江
畑 

哲
男
・
及
川
竜
太
郎
・
太
田
ヒ
ロ
子
・
平
井 

吾
風 

 
 

堀
江 

加
代
・
米
島 

暁
子 

 

Ａ
４
地
区 

 
 

安
藤 

紀
楽
・
安
藤 

波
瑠
・
い
し
が
み
鉄
・
大
川
幸
太
郎 

 
 

小
金
沢
綏
子
・
こ
ぎ
そ
せ
い
ぞ
う

・
齊
藤
由
紀
子
・
島
田 

駱
舟 

 
 

鈴
木 
国
松
・
竹
田 

光
柳
・
田
中
八
洲
志
・
西
潟
賢
一
郎 

一
般
社
団
法
人 

全
日
本
川
柳
協
会
役
員 
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尾
藤 

一
泉
・
廣
島 

英
一
・
三
井 

良
雄 

 

Ａ
５
地
区 

 
 

荻
原
美
和
子
・
金
子
美
知
子
・
堀
井 

 

勉
・
渡
辺 

貞
勇 

 
 

今
田 

久
帆 

 

Ａ
６
地
区 

 
 

玉
島
よ
志
子
・
中
沢
久
仁
夫
・
大
野
風
太
郎
・
川
合 

笑
迷 

 
 

菅
原
孝
之
助
・
二
宮 

秀
三
・
山
倉 

洋
子
・
石
田 

一
郎 

 

Ｂ
１
地
区 

 
 

砂
田 

勝
行
・
酒
井 

路
也
・
濱
本 
耀
子
・
久
﨑 

田
甫 

 

Ｂ
２
地
区 

 
 

鈴
木 

順
子
・
奈
倉 

楽
甫
・
小
林 

映
汎
・
鷲
見 

敏
彦 

 
 

宮
村 

典
子 

 

Ｂ
３
地
区 

 
 

小
梶 

忠
雄
・
植
野
美
津
江
・
大
楠 

紀
子
・
土
田 

欣
之 

 
 

宮
田 

宜
子
・
川
上 

大
輪
・
三
宅 

保
州 

 

Ｂ
４
地
区 

 
 

赤
松
ま
す
み
・
池 

 

森
子
・
板
尾 

岳
人
・
川
端 

一
歩 

 
 

髙
田
美
代
子
・
竹
森 

雀
舎
・
伊
達 

郁
夫
・
田
中 

螢
柳 

 
 

田
中 

新
一
・
長
江 

時
子
・
西
出 

楓
楽
・
西
山
春
日
子 

 
 

松
本
初
太
郎
・
森
中
惠
美
子 

 

Ｂ
５
地
区 

 
 

奥
田
み
つ
子
・
長
島 

敏
子
・
村
上 

氷
筆
・
矢
沢 

和
女 

 

Ｂ
６
地
区 

 
 

新
家 

完
司
・
鈴
木 

公
弘
・
春
木
圭
一
郎
・
牧
野 

芳
光 

 
 

竹
治
ち
か
し 

 

Ｂ
７
地
区 

 
 

恒
弘 

衛
山
・
淡
路 

獏
眠
・

本 

華
峰
・
久
保 

青
花 

 
 

弘
兼 

秀
子
・
三
浦 

 

宏
・
大
場 

孔
晶
・
宮
本 

仙
舟 

 

Ｂ
８
地
区 

 
 

土
橋 

旗
一
・
上
甲 

満
男
・
田
辺 

進
水
・
平
井 

丹
波 

 
 

小
笠
原 

望
・
竹
﨑
た
か
ひ
ろ 

 
Ｂ
９
地
区 

 
 

梅
崎 

流
青
・
古
谷
龍
太
郎
・
菖
蒲 

正
明
・
永
石 

珠
子 

 
 

田
口 
麦
彦
・
安
永 

理
石
・
進
藤
す
ぎ
の
・
国
吉
司
図
子
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平成２４年度収支計算書 収入の部 

 (平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日)  （単位：円） 

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備    考 

Ⅰ 事業活動収入          

1.基本財産運用収入 【10,000】 【26,831】 【△16,831】   

 基本財産利息収入 10,000 26,831 △ 16,831   

          

2.入会金収入 【24,000】 【24,000】 【0】   

 柳社入会金 21,000 21,000 0   7 社×\3,000- 

 個人入会金 3,000 3,000 0   1 名×\3,000- 

          

3.会費収入 【5,676,000】 【5,714,000】 【△38,000】   

 理事会費 432,000 432,000 0  18 名×24,000- 

 常任幹事会費 2,976,000 3,000,000 △ 24,000 125 名×24,000- 

 正会員会費（団体） 2,184,000 2,198,000 △ 14,000 314 社×\7,000- 

 正会員会費（個人） 84,000 84,000 0  12 名×\7,000- 

          

4.事業収入 【12,108,000】 【12,238,434】 【△130,434】   

 全国大会 6,000,000 6,025,304 △ 25,304 徳島大会 

 写真名鑑 3,048,000 3,080,000 △ 32,000   

 国民文化祭 2,050,000 2,054,080 △ 4,080   

 表彰後援事業 170,000 239,050 △ 69,050 色紙・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ入力 

 選考協力事業 840,000 840,000 0 企業川柳選考費 

          

5.助成金収入 【7,630,000】 【7,717,057】 【△87,057】 3 団体 

          

6.寄付金収入 【250,000】 【250,000】 【0】   

          

7.雑 収 入 【0】 【451,639】 【△451,639】   

 退職給付取崩益 0 451,639 △ 451,639   

          

          

          

          

          

          

          

          

当期収入合計（Ａ） 25,698,000 26,421,961 △ 723,961   

前期繰越収支差額 0 △ 21,795 21,795   

収入合計（Ｂ） 25,698,000 26,400,166 △ 702,166   
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平成２４年度収支計算書 支出の部 

(平成２４年４月１日～平成２５年３月３１日)  （単位：円） 

科    目 予 算 額 決 算 額 差  異 備 考 

Ⅱ 事業活動支出         

1.事業費支出 【18,218,000】 【18,111,840】 【106,160】   

 臨時雇賃金 1,620,000 1,539,242 80,758   

 旅費交通費 1,850,000 1,848,240 1,760   

 通信運搬費 1,960,000 1,955,376 4,624   

 消耗品費 250,000 254,682 △ 4,682   

 借損・設営費 780,000 780,608 △ 608   

 印刷製本費 4,800,000 4,639,103 160,897   

 保険料 48,000 47,850 150   

 諸謝金 1,530,000 1,460,000 70,000   

 表彰後援費 870,000 1,079,510 △ 209,510   

 広告宣伝費 30,000 30,000 0   

 実行委員会運営費 4,480,000 4,477,229 2,771   

          

2.管理費支出 【6,395,000】 【6,208,772】 【186,228】   

 給料手当 3,800,000 3,741,780 58,220   

 福利厚生費(慶弔) 45,000 43,380 1,620   

 会議費 180,000 196,849 △ 16,849   

 旅費交通費 200,000 151,080 48,920   

 通信運搬費 180,000 179,507 493   

 消耗品費 220,000 239,336 △ 19,336   

 光熱水科費 120,000 117,392 2,608   

 賃借費 1,220,000 1,212,876 7,124   

 火災保険料 20,000 10,050 9,950   

 法定福利費 30,000 29,087 913   

 接待交際費 10,000 11,500 △ 1,500   

 雑支出 370,000 275,935 94,065   

          

3.退職給付引当資産取得支出 【150,000】 【0】 【150,000】   

          

4.固定資産除却損 【0】 【0】 【0】   

          

5.予備費支出 【0】 【0】 【0】   

          

当期支出合計（Ｃ） 24,763,000 24,320,612 442,388   

当期収支差額（Ａ）-（Ｃ） 935,000 2,101,349 △ 1,166,349   

次期繰越収支差額（Ｂ）-（Ｃ） 935,000 2,079,554 △ 1,144,554   

以上、決算報告書を監査した結果、正確妥当であることを認めます。 
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文
部
科
学
大
臣
賞 

人
間
の
森
に
絆
と
い
う
根
っ
こ 

広 

島 

田
辺
与
志
魚 

  
 
 

参
議
院
議
長
賞

 
縄
文
の
遺
跡
に
眠
る
津
軽
の
血 

青 

森 

柳
田 

健
二 

  
 
 

川 

柳 

大 

賞 

仮
の
世
の
愛
憎
劇
が
終
わ
ら
な
い 

北
海
道 

浪
越 

靖
政 

  
 
 

大 
 

会 
 

賞 

世
に
媚
び
て
リ
ン
ゴ
は
甘
く
な
る
ば
か
り 

宮 

城 

山
田 

純
一 

海
峡
を
越
え
て
出
直
す
箸
二
膳 

愛 

知 

河
合 

正
秋 

北
国
へ
神
は
豪
華
な
春
贈
る 

兵 

庫 

福
田 

好
文 

つ
ぶ
や
き
を
吐
く
少
年
の
海
峡
よ 

青 

森 

千
島 

鉄
男 

向
き
を
変
え
北
風
に
な
る
は
は
の
鞭 
茨 

城 

岡 

さ
く
ら 

ケ
ー
タ
イ
が
鳴
る
幻
想
の
原
っ
ぱ
で 
岩 
手 

柳
清
水
広
作 

海
峡
に
突
き
出
た
岩
が
僕
で
あ
る 

青 
森 
む 

さ 

し 

百
色
の
絵
の
具
と
暮
ら
す
北
の
四
季 

秋 

田 
斉
藤 

豊
康 

草
原
の
風
は
土
偶
の
歌
で
あ
る 

青 

森 

む 
さ 

し 

渇
く
の
が
怖
く
て
海
の
底
に
い
る 

青 

森 

須
藤
し
ん
の
す
け 

ど
ん
ぐ
り
の
森
が
広
が
る
子
の
履
歴 

青 

森 

千
島 

鉄
男 

  
 

  
 

 

青

森

県

知

事

賞

 

 

植
じ
ゅ
し
た
な
え
木
元
気
な
森
に
な
れ 

山 

口 

椿
東
小
５ 

宮
田 

明
香 

  
 

 

青

森

市

長

賞

 

 

り
ん
ご
に
も
ぼ
く
に
も
か
た
い
芯
が
あ
る 

青 

森 

佐
井
中
２ 

松
谷 

拓
人 

  
 

 

青

森

県

教

育

長

賞

 

 

親
じ
の
背
高
す
ぎ
る
け
ど
き
っ
と
こ
す 

北
海
道 

銭
函
中
２ 

北 
 

海
斗 

  
 

 

全

日

本

川

柳

協

会

賞 

 

な
り
た
い
な
歯
ご
た
え
の
あ
る
人
間
に 

広 

島 

佐
方
小
６ 

大
井 

優
希 

 

森
の
中
迷
え
ば
い
つ
も
友
が
い
る 

青 

森 

蓬
田
中
１ 

川
﨑 

留
依 

 

一
本
の
木
に
な
り
た
く
て
入
る
森 

千 

葉 

幕
張
中
３ 

岡
崎
し
お
り 

  
 

 

教

育

新

聞

社

賞

 

 

さ
お
し
な
る
魚
と
オ
レ
の
つ
な
引
き
だ 

広 

島 

佐
方
小
６ 

大
田 

竜
平 

 

り
ん
ご
が
ね
お
ち
る
と
こ
ん
ら
ん
す
る
ん
だ
よ 

青 

森 

浅
瀬
石
小
２ 

佐
藤 

慶
太 

 

ま
た
君
を
見
て
る
目
の
先
ア
イ
ツ
だ
な 

青 

森 

佐
井
中
３ 

中
村
樹
美
佳 

第 37 回 全日本川柳 2013 年 青森大会 
（当日 658 名／事前 2,004 名／ジュニア 5,527 名） 

ジ 

ュ 

ニ 

ア 

部 

門 
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阪
本
高
士
氏 

       

       

  

二
〇
一
三
年
六
月
八
日
、
青
森
県
・
青
森
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
て
授
賞

式
が
行
な
わ
れ
、
平
山
繁
夫
選
考
委
員
を
は
じ
め
、
多
数
の
川
柳
家
に
お

集
ま
り
い
た
だ
き
、
賞
状
、
盾
と
副
賞
10
万
円
が
、
受
賞
さ
れ
た
阪
本
高

士
氏
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
よ
り
導
入
さ
れ
た
準
賞
を
受
賞

さ
れ
た
山
本
希
久
子
氏
に
は
賞
状
、
盾
、
副
賞
３
万
円
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。 第

６
回
川
柳
文
学
賞
は
平
成
24
年
に
発
刊
さ
れ
た
句
集
の
う
ち
、
申
請

の
あ
っ
た
15
冊
を
選
考
委
員
（
久
保
田
半
蔵
門
・
平
山
繁
夫
・
雫
石
隆
子
・

林
え
り
子
（
作
家
）
）
４
名
（
敬
称
略
）
が
選
考
し
ま
し
た
。 

■ 

総
評 

選
考
委
員
：
平
山
繁
夫 

 

全
日
本
川
柳
協
会
主
催
の
第
六
回
川
柳
文
学
賞
の
選
考
が
終
わ
っ
た
。

今
回
よ
り
準
賞
が
導
入
さ
れ
、
未
来
へ
の
展
望
が
整
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ

う
。 

 

正
賞
は
阪
本
高
士
氏
の
『
第
三
の
男
』
（
新
葉
館
出
版
刊
）、
準
賞
は
山

本
希
久
子
氏
の
『
イ
ヤ
リ
ン
グ
』
（
美
研
ア
ー
ト
刊
）
で
あ
っ
た
。 

 

『
第
三
の
男
』
を
一
位
に
推
し
た
久
保
田
半
蔵
門
氏
は
「
現
代
川
柳
は

イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン[

i
ma

gi
na

ti
on

]

の
時
代
で
、
そ
の
感
性
と
進
取
性
を

見
出
す
」
と
言
い
、
三
位
に
推
し
た
平
山
は
「
表
現
方
法
の
巧
緻
と
類
推

的
な
暗
示
の
方
法
論
」
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

準
賞
の
『
イ
ヤ
リ
ン
グ
』
を
二
位
に
推
し
た
平
山
は
「
生
活
の
意
味
を

日
常
か
ら
掬
い
上
げ
、
観
念
世
界
を
拒
否
、
感
動
そ
の
も
の
へ
連
結
さ
せ

た
」
と
述
べ
た
。
三
位
に
推
し
た
雫
石
隆
子
氏
は
「
日
常
を
出
な
い
も
の

で
あ
っ
た
が
、
平
均
的
な
作
品
で
安
心
感
が
あ
る
」
と
評
価
し
た
。
今
回

の
作
品
は
視
覚
的
な
表
現
を
避
け
、
人
間
の
永
遠
性
、
高
貴
性
を
追
求
す

る
高
次
な
知
性
的
空
間
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
人
間
の
全
人
格
を
表
現
し

た
真
実
像
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。 

 

次
に
惜
し
く
も
善
戦
し
た
候
補
作
品
を
挙
げ
る
。 

 

淡
路 

獏
眠
『
鬱
川
柳
』 

第
６
回
川
柳
文
学
賞
受
賞
作
品 

正
賞
『 
第
三
の
男 

』
阪
本 

高
士 

準
賞
『
イ
ヤ
リ
ン
グ
』
山
本
希
久
子 

 

平
成
24
年
３
月
25
日
発
行 

 

四
六
判
ソ
フ
ト
カ
バ
ー 

頁 
 

新
葉
館
出
版 

千
二
百
円
（
税
別
） 
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藤
田 

峰
石
『
旅
路
六
十
年
』 

 

田
村
ひ
ろ
子
『
夢
の
し
っ
ぽ
』 

 

玉
井
た
け
し
『
片
時
雨
』 

  

共
選
は
各
選
者
の
一
致
は
困
難
で
あ
る
。
文
芸
は
個
性
と
感
情
の
堆
積

を
核
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。 

 

石
原
慎
太
郎
の
芥
川
賞
選
考
委
員
の
辞
意
表
明
は
、
老
い
と
若
さ
の
思

想
断
裂
、
石
川
啄
木
の
処
女
詩
集
『
あ
こ
が
れ
』
に
つ
い
て
三
木
露
風
の

激
賞
に
対
し
、
日
夏
耿
之
介
の
反
論
に
見
る
よ
う
に
、
評
価
に
つ
い
て
の

差
異
は
、
そ
の
難
解
さ
を
表
明
し
て
い
る
。 

+

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

第
三
の
男 

』 

 
 

・
一
冊
の
漫
画
と
男
街
を
出
る 

 
 

・
蝉
し
ぐ
れ
間
違
い
電
話
二
度
か
か
る 

 
 

・
病
院
を
に
ぎ
や
か
に
出
る
秋
時
間 

 
 

・
美
し
い
男
と
法
に
触
れ
た
が
る 

 
 

・
コ
ス
モ
ス
の
首
を
は
ね
て
る
待
ち
ぼ
う
け 

 
 

・
縁
日
の
金
魚
と
三
年
目
を
生
き
る 

 
 

・
村
の
鍛
冶
屋
で
戦
争
は
十
字
架
に
な
っ
た 

 
 

・
一
年
ぶ
り
に
本
が
帰
っ
て
き
た
春
日 

 
 

・
ふ
る
さ
と
を
二
つ
持
っ
て
る
ペ
ン
ネ
ー
ム 

 
 

・
い
い
話
壊
れ
て
花
火
見
て
い
ま
す 

 
 

・
弟
が
キ
ラ
キ
ラ
横
穴
掘
っ
て
い
る 

 
 

・
神
か
く
し
の
話
が
落
ち
て
い
る
岬 

 
 

・
あ
じ
さ
い
の
淋
し
い
彩
と
和
解
す
る 

 
 

・
地
下
鉄
の
終
点
に
咲
く
彼
岸
花 

 
 

・
素
う
ど
ん
を
二
つ
夜
逃
げ
の
話
な
ど 

 
 

・
ゴ
ミ
の
島
の
向
こ
う
に
ア
メ
リ
カ
が
見
え
る 

 
 

・
帰
っ
て
き
た
谺
に
紐
が
つ
い
て
い
る 

 
 

・
夏
の
絵
を
食
べ
て
し
ま
っ
た
キ
リ
ギ
リ
ス 

 
 

・
ダ
ン
ボ
ー
ル
の
お
家
に
住
ん
で
い
る
サ
ン
タ 

 
 

・
友
だ
ち
の
影
を
時
々
踏
ん
で
い
る 

 
 

・
青
い
バ
ラ
一
輪
王
様
に
背
く 

 
 

・
い
ろ
い
ろ
と
都
合
が
あ
っ
て
黒
に
な
る 

 
 

・
暑
い
の
で
ど
っ
ち
に
曲
が
ろ
う
か
き
ゅ
う
り 

 
 

・
七
月
の
雲
を
掴
ん
で
い
る
ク
レ
ー
ン 

 
 

・
夏
ま
つ
り
何
か
な
く
し
て
き
た
よ
う
だ 

 
 

・
大
丈
夫
ボ
ク
等
は
途
中
下
車
を
し
た 

 
 

・
ビ
ロ
ー
ド
だ
っ
た
頃
を
想
っ
て
い
る
炎 

 
 

・
大
勢
の
前
で
短
所
を
褒
め
ら
れ
る 

 
 

・
無
駄
な
こ
と
大
好
き
猫
を
抱
い
て
い
る 

 
 

・
折
鶴
が
千
羽
い
く
さ
に
参
加
す
る 

 
 

阪 

本 

高 

士 

氏 

略 

歴 

現
在
、
や
ま
と
番
傘
川
柳
社
会
長 
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山
本
希
久
子
氏 

 

       

■ 

主
な
掲
載
作
品
『 

イ
ヤ
リ
ン
グ 
』 

 
 

・
妻
で
な
い
母
で
な
い
日
の
イ
ヤ
リ
ン
グ 

 
 

・
絵
の
中
の
母
が
だ
ん
だ
ん
小
さ
く
な
り 

 
 

・
さ
く
ら
咲
く
何
も
競
わ
ず
羨
ま
ず 

 
 

・
傷
だ
ら
け
の
原
発
黒
い
息
を
吐
く 

 
 

・
友
達
を
数
え
て
森
へ
来
て
し
ま
う 

 
 

・
泣
く
人
が
い
る
空
は
こ
ん
な
に
青
い
の
に 

 
 

・
わ
た
く
し
の
カ
ル
テ
の
冬
が
終
ら
な
い 

 
 

・
現
役
の
ま
ま
で
桜
は
散
り
ま
し
た 

 
 

・
ひ
と
言
が
多
く
て
ひ
と
言
が
足
り
ぬ 

 
 

・
政
治
不
信
へ
遠
吠
え
を
す
る
ば
か
り 

 
 

・
が
む
し
ゃ
ら
に
生
き
て
加
齢
の
波
に
濡
れ 

 
 

・
桃
に
傷
ゆ
っ
く
り
地
球
温
暖
化 

 
 

・
細
い
雨
み
ん
な
味
方
で
み
ん
な
敵 

 
 

・
骨
拾
う
箸
に
は
詫
び
る
こ
と
ば
か
り 

 
 

・
雑
念
と
雑
用
わ
た
し
に
付
き
ま
と
う 

 
 

・
と
り
あ
え
ず
磨
い
て
お
こ
う
明
日
の
靴 

 
 

・
笑
っ
て
笑
っ
て
私
の
毒
を
吐
き
だ
そ
う 

 
 

・
好
き
な
本
と
好
き
な
時
間
に
好
き
な
椅
子 

 
 

・
雨
や
ど
り
ほ
ど
の
仮
の
世
生
き
て
い
る 

 
 

・
残
照
の
す
て
き
な
時
間
朱
に
染
ま
る 

 
 

・
私
の
天 

洗
濯
物
が
ひ
る
が
え
る 

 
 

・
夏
の
出
口
で
ふ
っ
と
昔
の
風
に
会
う 

 
 

・
育
っ
た
ら
視
野
か
ら
消
え
た
子
の
翼 

 
 

・
踏
ま
な
い
で
下
さ
い
袋
出
た
ば
か
り 

 
 

・
あ
き
ら
め
る
こ
と
ば
か
り
な
り
大
根
煮
る 

 
 

・
底
冷
え
の
街
で
段
差
に
け
つ
ま
ず
く 

 
 

・
す
り
ば
ち
の
底
に
家
族
と
い
う
絆 

 
 

・
積
乱
雲
に
囲
ま
れ
な
が
ら
生
き
て
い
る 

 
 

・
童
心
に
か
え
る
と
見
え
る
花
の
彩 

 
 

・
て
の
ひ
ら
の
の
ぞ
み
こ
ぼ
さ
ぬ
よ
う
走
る 

 

平
成
24
年
５
月
３
日
発
行 

 

Ｂ
６
判
ハ
ー
ド
カ
バ
ー 

頁 
 

美
研
ア
ー
ト 

山 

本 

希
久
子 

氏 

略 

歴 

昭
和
10
年
１
月
３
日
生
ま
れ 

昭
和
62
年
２
月 

毎
日
新
聞
川
柳
教
室
入
門 

平
成
3
年 

 
 

川
柳
塔
社
同
人 

平
成
21
年 

 
 

川
柳
塔
社
参
与 

平
成
22
年
～ 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
通
信
講
座
講
師 
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平
成
25
年
度 

80 

歳 

以 

上 

の 

功 

労 

者 

略 

歴 
  

 

（
敬
称
略
） 

福
島
県 

佐
藤

さ

と

う 
良
子

よ

し

こ 

昭
和
６
年
５
月
７
日
生 

川
柳
三
日
坊
主
吟
社
創

立
主
幹
、
福
島
民
友
新

聞
選
者
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島

放
送
局
（
く
ら
し
の
文

芸
）
選
者 

「
二
人
の
ひ
と
り
旅
上
・
下
」
、「
よ
っ
ち
ゃ
ん
」 

自
伝
エ
ッ
セ
ー
「
時
代
の
ふ
し
め
に
ー
私
の
半

生
」
、
「
旅
は
道
連
れ
句
は
情
け
①
②
③
④
」
、

句
集
「
旬
」 

 

千
葉
県
・
平
井

ひ

ら

い 

吾
風

ご

ふ

う 

昭
和
６
年
２
月
９
日 

福
岡
県
大
牟
田
市
生 

昭
和
22
年
４
月
、
兄
、

中
村
五
酔
の
勧
め
で
作

句
開
始
。
昭
和
28
年
10

月
ふ
あ
う
す
と
同
人
。 

ぼ
う
ふ
ら
川
柳
社 

創
立
会
長 

千
葉
県
川
柳
作
家
連
盟 

会
長
（
現
顧
問
） 

ふ
あ
う
す
と
川
柳
社 

副
主
幹 

平
成
19
年 

千
葉
県
文
化
功
労
賞
受
賞 

   

 

東
京
都
・
田
中

た

な

か

八
洲
志

や

す

し 

昭
和
４
年
11
月
26
日 

長
野
県
生
ま
れ 

柳
歴
63
年 

平
成
５
年
よ
り
、
日
川
協

常
任
幹
事
。 

現
在
、
川
柳
か
つ
し
か
吟

社 

会
長
、
川
柳
人
協
会 

副
会
長
、
川
柳
向

島 

主
幹
、
葛
飾
川
柳
連
盟 

会
長
、
東
都
川

柳
長
屋
連 

大
家
な
ど
を
務
め
る
。 

平
成
14
年
川
柳
文
学
賞
受
賞 

葛
飾
区
、
江
戸
川
区 

各
３
回
表
彰
さ
れ
る
。  

大
阪
府
・
板
尾

い

た

お 
岳
人

た

け

と 

昭
和
６
年
12
月
12
日
生 

昭
和
34
年 

川
柳
雑
誌

（
麻
生
路
郎
）
入
門 

平
成
元
年 

河
内
長
野

市
川
柳
教
室
を
創
立
（
長

柳
会
）
講
師 

平
成
11
年 

朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
川

柳
教
室
（
は
じ
め
の
川
柳
） 

平
成
12
年 

川
柳
塔
社
理
事
長
、
平
成
17
年 

日
川
協
常
任
幹
事
、
大
阪
川
柳
人
ク
ラ
ブ
副
会

長
、
平
成
18
年 

川
柳
塔
社 

相
談
役 

主
な
著
書 

句
集
「
金
剛
山
」
「
板
尾
岳
人
全

集
」 

 

熊
本
県
・
田
口

た

ぐ

ち 

麦
彦

む
ぎ
ひ
こ 

昭
和
６
年
８
月
29
日 

ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
。 

日
本
大
学
法
学
部
卒
。

熊
本
県
川
柳
協
会
会
長
、

川
柳
噴
煙
吟
社
副
主
幹
。

日
本
文
藝
家
協
会
会
員
、
全
日
本
川
柳
協
会
常

任
幹
事
、
熊
本
県
文
化
懇
話
会 

顧
問
、
西
日

本
新
聞
「
ニ
ュ
ー
ス
川
柳
」
選
者
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
熊

本
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
。
第
18
回
三
條
東
洋
樹

賞
、
第
22
回
熊
本
県
文
化
懇
話
会
新
人
賞
等
受

賞
。
『
三
省
堂
現
代
川
柳
必
携
』
に
て
第
23
回

熊
日
出
版
文
化
賞
受
賞
。 

著
書
に
『
川
柳
と
あ
そ
ぶ
』
『
元
気
が
出
る
川

柳
』『
現
代
川
柳
必
携
』『
現
代
川
柳
鑑
賞
事
典
』

『
現
代
女
流
川
柳
鑑
賞
事
典
』
『
現
代
川
柳
入

門
』『
川
柳
表
現
辞
典
』『
穴
埋
め
川
柳
練
習
帳
』

『
笑
福
川
柳-

ほ
の
ぼ
の
傑
作
選
』『
地
球
を
読

む-

川
柳
的
発
想
の
ス
ス
メ
』『
フ
ォ
ト
川
柳
へ

の
誘
い
』『
ア
ー
ト
川
柳
へ
の
誘
い
』
な
ど
。 

日
本
現
代
詩
歌
文
学
館 

評
議
員 
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編 

集 

後 

記 
 

★
こ
と
し
は
暑
中
見
舞
い
を
実
感
さ

せ
て
く
れ
る
夏
だ
。
熱
中
症
も
多
発
し

て
死
者
も
例
年
に
な
く
多
い
デ
ー
タ

が
出
て
い
る
と
か
。 

★
日
川
協
も
公
益
法
人
に
な
っ
て
二

十
年
を
過
ぎ
た
が
、
４
月
か
ら
公
益
法

人
改
正
で
一
般
社
団
法
人
と
な
っ
た
。 

★
去
る
６
月
９
日
の
青
森
大
会
は
各

柳
誌
の
感
想
を
読
ん
で
も
好
評
で
、
久

保
田
副
理
事
長
も
述
べ
て
い
る
。（
P2

参
照
）
現
地
の
実
行
委
員
の
皆
様
、
本

当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。 

★
５
年
に
一
度
の
写
真
名
鑑
発
行
に

よ
り
、
休
ん
で
い
た
誌
上
大
会
（
平
成

柳
多
留
）
の
募
集
が
始
ま
り
ま
し
た
。

目
標
の
二
千
人
を
目
指
し
て
、
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

★
こ
の
秋
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭

や
ま
な
し
（
甲
府
）
の
参
加
の
方
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

（
事
務
局
長 

本
田
智
彦
） 

今
後
の
全
国
大
会
予
定 

▼
富 
山 

 

平
成
26
年
６
月
29
日
（
日
） 

 

富
山
国
際
会
議
場 

▼
千 

葉 

 

平
成
27
年
６
月 

今
後
の
国
民
文
化
祭
予
定 

▼
山 

梨 

 

平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
） 

 

甲
府
市
総
合
市
民
会
館 

▼
秋 

田 

 

平
成
26
年
10
月
19
日
（
日
） 

 

サ
ン
ル
ー
ラ
ル
大
潟 

▼
鹿
児
島 

 

平
成
27
年
秋 

川
柳
人
の
た
め
の
連
続
セ
ミ
ナ
ー
（
ご
案
内
） 

 

一
回
目 

9
月
26
日
（
木
）
13
：
00
～
16
：
30 

 

川
柳
会
（
人
）
に
役
立
つ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
活
用
法 

二
回
目 

10
月
31
日
（
木
）
13
：
00
～
16
：
30 

 

公
募
川
柳 

そ
の
ブ
ー
ム
の
背
景
を
探
る 

三
回
目 

11
月
28
日
（
木
）
13
：
00
～
16
：
30 

 

よ
り
深
く
川
柳
を
学
ぼ
う
！ 

四
回
目 

12
月
19
日
（
木
）
13
：
00
～
16
：
30 

 

川
柳
（
界
）
の
未
来
を
考
え
る 

 
〔
場
所
〕
日
本
工
業
大
学
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
３
Ｆ
多
目

的
ホ
ー
ル
（
東
京
メ
ト
ロ
神
保
町
駅
下
車
、
徒
歩
２
分
） 

〔
参
加
費
と
申
込
方
法
〕 

① 

参
加
費
は
、
全
４
回
通
し
て
６
千
円
で
す
。
全
回

通
し
て
の
受
講
を
基
本
と
し
ま
す
が
、
単
発
の
申
込
も

受
け
付
け
ま
す
。
単
発
の
お
申
込
の
場
合
は
、
１
回
２

千
円
に
な
り
ま
す
。 

② 

申
込
方
法
は
、
事
務
局
（
江
畑
哲
男
）
ま
で
。 

〒2
7
0
-1
1
0
8 

我
孫
子
市
布
佐
平
和
台
５-

１
１-

３ 

江
畑
方 

連
続
セ
ミ
ナ
ー
事
務
局 

宛
て 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
（
７
１
８
９
）
６
２
２
６ 

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス 

t
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@
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e
.
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